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１、はじめに
保育者養成校の最終的な目的は「保育実践の改善」
である。それは学内的には授業の研究であり、保育
学生の養成である。学外的には保育現場へのかかわ
りであり、保育者との勉強会や研修会である。
前者は実習を始めとする授業の研究であり、学生
の実習経験を最大限に活用するよう工夫してきた。
そのためにも本学では当初から、実習関係の授業（保
育実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、教育実習Ⅰ、教育実習Ⅱ）は毎
週の時間割に位置づけ、かつ複数担当制で開講して
きた。後者は保育者との定期的な研修会の実施であ
る。具体的な展開としては、毎月定期的に開催して
いる木曜研究会。これは夕方から２時間ほどの勉強
会で、保育者、卒業生、そして複数の保育科教員が
加わり全員で１０名ほどが集っている。最新の保育情
報を提供したり、保育雑誌や実践記録を読んだり、
現場の問題などについて話し合っている。
毎年１１月頃から開かれる保育実践講座。隔週で月
に２回の割合で開講する講座が３０年以上続いている。
これも夕方から２時間の研修会だが、仕事を終えて
から熱心な保育者が４０～５０名が集まる。保育科の教
員も複数参加し、保育科と現場との連携と同時に現
場を知り、それぞれの授業構想に反映させ、なおか
つ教員間の共通理解をも図っている。
今年度からこれらの企画は本学のＦＤ研修の一環
としても位置づけられるようになった。このように
学内と学外との両面から「保育実践の改善」に取り
組んでいるが、本稿はこうした取り組みの一つであ
る。
２、保育者養成の現実
ここ数年、保育者養成課程のあり方が議論される
ようになってきた。背景には学術会議における保育
関係の評価の低さ、現場の保育者の待遇の悪さなど
がある。社会において一般的に認知されていないと
いうことであろう。その典型的な現れが保育を小学
校就学前の段階として位置づけようとする発想であ
る。保育者養成校の中にさえ、そのように考えてい
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る教員も少なくない現実がある。現場で保育のこと
を質問されると「私は保育の専門ではありませんの
で……」と応える教員もいる。各領域は分けられな
い性質のものであると理論的に主張されても、養成
の現場では各領域の担当者が話し合って勉強会をも
つことはほとんどないのが現実である。また、保育
者養成教育課程は教育学、心理学、保健学などの寄
せ集めであるという批判もされる。乳幼児に関する
さまざまな分野の知識をかき集めているにすぎない
と見られているのである。
こうした批判の中で保育者養成教育課程を少しず
つ一つの学問として自立させようとする動きが始まっ
ている。こうした動きは大変好ましいことである（２）。
いろいろな問題点が指摘されるが、中でも決定的な
弱点は養成校教員の保育実践への意識が希薄なこと
である。筆者らは不十分ながらも２０年ほど前から保
育現場との連携を模索してきている。具体的には現
場に出かけるのはもちろん、保育者との勉強会や研
修会、そして授業の中で学生のレポートなどを通し
て保育実践を考えてきた。
その中で学んだことは、教員が現場を理解し、子
どもの発達を流れで理解することの大切さである。
教員が発達の流れを意識できなければ、そうした授
業を展開できないであろう。当然、それに影響を受
ける学生も年齢や発達を意識するようにはなりにく
い。教員の意識にないものは学生に伝わりようがな
いからである。これが保育者養成の課題ではなかろ
うか。
愛媛県にかぎらず、現場の保育者が子どもの発達
の流れをある程度明確に意識して実践していること
はそれほど多くはない。毎日、子どもと一緒に生活
していながら手や指の発達はどのように進むのか、
ボールの投げ方、受け方はどのように変化していく
のか、言葉の獲得は年齢よってどのように進むのか、
自分中心からどのように抜け出して他者の目で自分
を見られるようになるのかなど事例をあげながら説
明できる保育者は多くはないのである。
その理由は何であろうか。そのような養成教育を
受けることが少なかったことが考えられる。実際、
養成校の課題は多くある。ほとんど現場や子どもに
かかわろうとしない教員の存在である。こうした教
員に子どもの発達やその流れに興味がもてるとは思
えない。たとえかかわっていたとしてもそれを理解
するには時間を要する。筆者の経験からしてもこう
した授業構想を教員がするのは簡単ではない。現場
や幼児にかかわり、かつ注意深く観察していなけれ
ば授業に生かすことは難しい。
だが、こうした発達の流れを意識した授業の展開
はこれからの保育者養成には不可欠である。養成校
の段階である程度のことは伝えておきたい。十分に
伝えるのは難しいにしても、学生が卒業し子どもた
ちを担任したときに思考モデルになり得るような養
成をしたいと思うのである。学生が子どもの発達の
流れを理解するためには授業を担当する教員がそれ
を意識していなければならない。だからこそ何らか
の形で保育実践にかかわることが必要になるのであ
る。
３、発達を線でとらえる
子どもの発達を流れ（線）でとらえるとは、例え
ば次のようなことである。かくれんぼを子どもは喜
ぶが、年齢によって楽しみ方が異なる。２～３歳で
は見つけてもらうのが楽しい。ルールの理解も十分
でないし子どもたちだけでは遊べない。自分の目を
手で押さえて隠れたつもりでいる。背中やお尻が見
えていてもである。３歳になると保育者が隠れた同
じ所に隠れたりする。大好きな保育者に自分を見つ
けてほしい気持ちが強い。しばらく見つからないと
自分から出てくることもある。こうした経験をしば
らく楽しむことによって本来のかくれんぼを遊ぶよ
うになっていく。
また、３歳の色水遊びでは年長の色水遊びを見て
いて形を真似する。ビニールの袋の水の中に花びら
が入っていて色がついていると、自分も花びらを入
れてみる。だが、それだけでは色がでない。すると
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３歳児はあきらめてしまう。じっくり「なぜ、色が
出ないのか」と考えたりはしない。まだ、ものの性
質や因果関係について気づいていないのである。そ
して、あるとき年長が花びらをもんだりつぶしてい
るのを見て自分たちも真似してみる。花びらだけで
なく枝や葉、土、砂、草、プラスチック、金属など
も入れてみる。そうして時間をかけて遊んでいるう
ちに水に浮くもの、沈むもの、水に溶けるもの混ざ
らないものに気づく。そして５歳になると好きな色
水を作ろうとする。遊んでいるうちにさまざまなも
のの性質を知るようになる。
砂遊びも同様である。年長さんが太めの管を縦と
横につなぎ、それに砂をかけ山を作り、上から水を
入れ横から流れてくるのを楽しんでいる。年長がい
なくなると３歳は、また形だけ真似して砂山に管を
上と横に差し込み水を流してみる。だがつながって
いないので横にした管から水は流れてこない。不思
議そうにしているが間もなくあきらめて別の遊びを
はじめる。管がつながっていることに気づくのはま
だ先のことである。
かくれんぼ、色水遊び、砂遊びを例にあげたがそ
れぞれの遊びにはその年齢なりの楽しみ方がある。
大人が教えることはできるがそれを理解するとはか
ぎらない。保育者が発達の流れを理解しそれに応じ
た援助なり働きかけをすることが求められる。保育
とは子どもを早く発達させることではない。それぞ
れの段階を子どもたちがゆっくり経験できるように
することが大切なのだ。
４、保育における意図性と発達過程
保育は言うまでもなく意図的な営みである。子ど
もを遊ばせておけばよいのではない。小学校以降の
教育のように目標や評価の仕方は明白ではないが、
保育者の願いがありそれに向けての働きかけがある。
保育の場合の目標は「～ができる」のような到達目
標ではなく、「～に興味をもつ」「～を楽しむ」のよ
うな方向目標であることが多い。いわゆる「心情、
意欲、態度」を重視する。
評価に関しては小学校は試験を実施し到達度を確
認するが、保育の場合は試験をすることが難しい。
一人ひとり好きな遊びは異なるし、またその遊び方
や楽しみ方も違う。だから一斉授業のような形態は
無理になる。保育者は子どもたちの生活や遊びを観
察して個別に育っているものを確認しなければなら
ない。ここに保育の評価の難しさがある。その時点
での姿だけを見ていたのでは評価はできない。そこ
で必要になるのが子どもの育ちの流れの理解である。
例えば、友だち関係の広がりは大きな目安として
一人遊びから並行遊び、連合遊びを経て協同遊びへ
と発展するという説がある。それまで一人遊びが中
心であった３歳の子が積み木をしている他の子を気
にするようになると、保育者は様子を見ながら間に
入って一緒に遊ぶように配慮する。と同時に道具の
取り合いなどでお互いの思いがぶつかり合うことも
予測する。こうしたトラブルを何度も繰り返しなが
ら次第に言葉を用いて自分の思いやアイデアを伝え
ることに気づき、こうして複数の子どもたちで遊ぶ
ようになる。やがてイメージを共有する言葉を獲得
すると集団で役割を分担した協同遊びが可能になる。
保育者は数年間の長い見通しの中で子どもにかかわ
る。こうした育ちの見通しがなければかかわりの根
拠は出てこないし、意図的な営みの保育とは言えな
くなる。
これは保育実践の地図にたとえることもできる。
入園してから卒園するまで子どもたちはさまざまな
道をたどる。保育者は子どもたち一人ひとりの現在
地を把握し出口に向けての援助方針や環境作りをお
こなう。目的地に向かうのに現在地を知り、そして
現在地から目的地への道が記された地図が必要なの
と同じである。
子どもは一人ひとり個性的で発達の速度も違うと
言われる。だが、発達に規則性や順序性がないわけ
ではない。発達の速さは異なるにしても、子どもは
共通した発達の道筋をたどることは確認されている。
多少の例外はあるにしても、ゲゼル（A. Gesell１８８０～
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１９６１）が主張したように発達は一定の順序したがっ
ている。保育所保育指針ではこうした子どもの発達
の姿を「発達過程」としている。
そうだとすると保育者は子どもの発達の順序性を
踏まえ、長期的な見通しをもって保育することが求
められる。これは見方を変えれば保育計画でもある。
「一人遊びの多かった子が他の子の遊びを見るよう
になってきた。だとするとそろそろ一緒に遊ぶかも
しれない。他の子と遊べるような機会を作ってみよ
う。遊びに誘ってみよう」というように、次の具体
的な手立てが出てくる。保育実践とはこうしたこと
の連続である。だからこれまでの経験や発達を確認
し（これまでの育ち）、この先の発達を願って（目標）、
目の前の子どもたちにかかわる（毎日の保育実践）
のだ。
保育者は毎日の実践において子どもとの生活を楽
しむだけでなく、ある一定の予測を立て待ち構えて
いる。それが的中するかどうかは別としてある予測
を持っていなければ意図的で計画的な営みとは言え
ない。
５、発達のメカニズムを考える
こうした子どもの発達の長期的な見通しをもった
保育者養成を目指すには発達を線でとらえることだ
けでなく、そのメカニズムを考えることも必要にな
る。ここでのメカニズムとは工学で用いられるよう
な厳密な意味ではない。子どもの発達を見守る視点
として分析的に考える必要性を論ずるためのもので
ある。発達には順序があり、そこには何らかのメカ
ニズムが働いている。それをなるべく意識すること
が保育者には求められている、と筆者は考える。乳
児が歩くようになるにはどのような条件が必要なの
か。連合遊びから協同遊びへと移行するにはどのよ
うな育ちが加わるのか。他者へのやさしさや譲るこ
とはどのようにして成立つのか。鬼遊びで鬼役を引
き受けられるようになるにはどのような気もちの変
化があるのか。などについて分析的に考えたいので
ある。
例えば、寝返りができるようになると乳児は盛ん
に周りを見ようとする。いろいろなものが視野に入っ
てくる。面白くて横になっていられない。寝返りの
連続で移動する子もいる。やがて座れるようになる
と手が自由になり何でも触れたくなる。また同時に、
目の位置が高くなるのでより遠くまで見え、視野が
さらに広がりさまざまなものが見える。すると何と
かしてそこに行き、触れてみたくなる。そうして乳
児は這うようになる。這って移動し、手にすると得
意そうな表情を見せてくれる。そうした生活を続け
ているうちに足腰が強くなり、やがてつかまり立ち
をする。ますます視野が広がり面白そうなものが多
く目に入る。そのうち伝い歩きをはじめ、さらに自
力で歩くようになる。この一連の発達を支えている
のは目の位置、視野の広がりによる探索行動であろ
う。
先にあげた連合遊びから協同遊びへの移行はどの
ようなメカニズムが働いているのか。４～５歳にな
ると一般的には連合遊びや協同遊びが多くなる。３
歳児にもなると一緒に生活しながら一人ひとりのこ
とがよく分かってくる。気の合いそうな子を探し一
緒に遊ぶようになる。数人で遊ぶことはあってもそ
れぞれが共通のイメージをもっているとはかぎらな
い。だから、全体の中での自分の役割を理解してい
ない。役割分担ができない。ところが５歳も半ばを
過ぎると大勢で砂場で山やトンネル、ダムを作って
遊ぶようになる。それぞれが別々の行動をしていて
も全体のことを理解している。連合遊びから協同遊
びへの移行には言葉の獲得が欠かせない。自分の遊
びのイメージ（設計図）を言葉でかなり正確に友だ
ちに伝えられるのだ。うまく伝えられない場合はト
ラブルになることもあるが、話し合いで解決するこ
とが多い。
順番を譲れる、鬼役を引き受けるなどにもメカニ
ズムがある。ブランコはどこでも人気がありなかな
か代わってもらえないことが多い。大人が入ってし
まうこともよくある。３歳児は代わってと言われて
児嶋 雅典・ 洋行
８６
もなかなか代われない。ところが仲良しの子や年下
の子には代われることがある。よく一緒に遊ぶ大好
きな子を待たせたり悲しませたくない。年下の子に
譲ったり優しくできるのは自分が大きくなった誇り
や自信の表れである。何をしても自分の方が上手だ
と思える余裕があるのであろう。年長の立場が子ど
もを育てるとも言える。ここにもそれなりのメカニ
ズムがある。
３～４歳頃の鬼遊びでは、よく鬼になると途中で
抜けてしまう子がいる。だがしばらくすると鬼役を
引き受けるようになる。ここにはどのようなメカニ
ズムが働いているのか。子どもは仲間と遊ぶのが好
きである。ところが「鬼」のイメージが嫌であった
り、追いかけても捕まえられなかったりすると抜け
たくなる。何度も抜けるがそれでもまた鬼遊びがし
たくなる。子どもは葛藤の中に置かれる。それを繰
り返すうちにいずれ「鬼はしたくない＞鬼遊びがし
たい」（３）から「鬼はしたくない＜鬼遊びがしたい」に
変わる。一人では楽しめない鬼遊びができるなら、
鬼役をするくらいは仕方ないと思えるようになる。
だから保育者はそのような思いがもてるように「み
んなでする鬼遊びは面白いね」などと言葉をかける
のが仕事になる。
６、学生の具体的な学び
①、授業での取り組み１年次
こうした考えから筆者らはそれぞれの授業におい
て子どもの年齢と発達、そしてそのメカニズムを意
識した実践を展開してきた。幼稚園教育実習は１年
次と２年次に実施している。１年次の実習は附属幼
稚園における３日間の観察実習である。入学して間
もない５月中旬の実習で学生は緊張気味であるが直
接子どもたちとふれ合う機会でもあり楽しみにして
いる。この経験がその後の子ども観、発達観に影響
を及ぼす。しかし、自分の観察したクラスの子ども
たちを観察するのに精一杯で年齢による発達の違い
にはなかなか気づけない。そこで学生の事例報告を
用いた授業を実施し、その事例を元に発達の違いや
メカニズムを意識できるように努めている。この年
齢や発達の意識がその後の実習にも連動していく。
いくつか事例報告を紹介する。〔 〕の中は教員のコ
メントの一部である。
①理由が分かる３歳児
今日は初めてのプールでした。３歳児クラスの
みんなは持ってきた水着に着替えます。まだ一人
でできない子が多いので手伝っていました。Ｋちゃ
んの着替えを手伝い少し遅れてプールに行きまし
た。しばらく遊んでいるとＫちゃんが私の所にき
て「お皿とコップほしい」と言いました。プール
の前に砂場で使っていた皿とコップをプールで使
いたいのかなと思い先生に聞きに行きました。先
生は「今日は何も用意してないの、次の時用意す
るから今日は我慢してね」と言われました。でも
Ｋちゃんはほしかったようで「でもね、でもね」
と言っていました。私も困ってしまいましたが「Ｋ
ちゃん、今日は使えないけれど、先生が次から用
意してくれるって。だから、今日は我慢してね、
ごめんよ」と伝えると、Ｋちゃんは納得したのか
プールへ戻っていきました。
〔３歳児の姿ですが、これから分かることは、３歳
はしてほしいことを言葉で言えるし、理由を言われ
ると理解もできる。しかし、相手が分かるような言
葉でで理由を言うことは難しい。５歳児ならかなり
しっかりした理由を言える。〕
②３歳児のジャンケン
お帰りの会の時。Ｍちゃんが「お茶飲みに行き
たい」と言う。「じゃ、一緒に行こう」と応えると、
ＹちゃんとＮちゃんも「一緒に行く」と言いまし
た。仲良く行きましたが、お茶を飲む順番でＹちゃ
んとＮちゃんがケンカになりました。「Ｙが先」「Ｎ
の方が早かったもん」と譲りません。私は「じゃ、
ジャンケンで決めよう」と提案しました。「ジャン
ケンポン！あいこでしょ！あいこでしょ！」。グー
とチョキで勝ち負けは決まっても、すぐに同じも
のを出して、ジャンケンはズーッとつづきました。
〔３歳児はほとんどの子どもがジャンケンの意味を
理解していない。自分が先に飲むためにジャンケン
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をするのであり、勝ち負けの理由は分からないよう
だ。５歳になればほとんどの子どもがその意味が分
かり、その勝ち負けを受け入れる。それだけ勝ち負
けにこだわるし、そのルールを客観視できる。３歳
児は勝ち負けよりも相手の子どもに関心があったり、
自分がしたいという思いが先行している。〕
③３歳児の「いやー」
Ｈ君に「三輪車で遊ぼう」と言われた。丁度、
Ｊ君とＳ君が三輪車をしていたので、「まぜてもら
おう」と言った。Ｈ君と一緒に２人のところに行っ
て「一緒に遊ぼう」と頼んでみた。Ｊ君は「いや
だ」と応えた。「何で？」と聞くと、「Ｈ君とは遊
ばない」と断られた。私はもう一度「何で？」と
聞いた。するとＪ君は「Ｓ君と遊ぶんだもん、ねぇー
Ｓ君」と言う。Ｓ君も「ねぇー、Ｊ君」と言い、
２人は顔を見合わせてた。２人に「えー、一緒に
遊びたいんだけどな」と言ったが、２人は「いやー」
と言うばかりで困ってしまった。仕方なく私はＨ
君に「お姉ちゃん先生と一緒に遊ぼうか」と誘い
その場を離れ、三輪車で遊んだ。
〔３歳児は自己中心的な時期で、まだ相手の気持ち
を考えるのは難しい。意地悪に見えるかもしれない
が悪意はない。友だちと遊ぶことだけで頭が一杯な
状態。Ｈには気の毒だが気分を転換させるためにも
さばさばした対応が望ましい。〕
④被害者意識の強い４歳児
赤色の三輪車で遊んでいたＭが途中で別の遊び
をし、三輪車があいていた。そこにＡがきてその
三輪車で遊び始めた。Ｍがそれに気づき「それ、
私のよー！」と取りあげた。あまりにもＭが言う
のでＡは怒ってキックしてしまった。担任の先生
が入って３人で話し合いがなされた。その後も納
得していないＭはもやもやしているようで登園し
てきた友だちのお母さんにも泣きながら訴えてい
た。「Ａちゃんにキックされたんよ」。私は「どの
辺が痛いん？」とお腹をさすりながら「大丈夫？」
と聞いた。Ｍは仲良しのＡにキックされたのがショッ
クだったのかさかんに「やられた」「された」と何
度も口にしていた。私は「Ａちゃんは何もしてい
ないのにキックしたのかな？何か理由があったん
じゃないかな？」と言ってみた。Ｍはしばらく私
の顔を見ていた。そして、また「お腹キックした
のに」と言った。私はそれ以上言うのを止め、お
腹をさすった。その後、園外保育でバスに乗り飛
行場へ出かけた。そのとき２人は隣同士に座りい
つもの仲良しに戻っていた。
〔４歳児は自己中心的な気持ちから相手の立場や気
持ちへ移行する〕時期にあたる。大人には自分を大
切にしてほしいし、自分は正しいと思ってほしい。
それなのにどうして分かってくれないのかと思う頃
である。言い換えれば被害者意識が強いと言える。
こうした経験を多く積むことによって次第に相手の
気持ちや立場に気づいていく。その意味ではこうし
た経験が必要であるし、こうした過程は自然な成り
行きと言える。〕
⑤理由が言える５歳児
お昼休みに５歳の女の子３人と鬼遊びをするこ
とになった。そこに午前中に遊んだ３歳のＩ君が
きて「一緒に遊ぼう」と誘ってきた。それで女の
子たちに「Ｉ君も仲間に入れてほしいんだって」
と言ってみると、「いやだ」と言われてしまった。
「どうして？」と問い返すと「だって、きちんと
鬼役ができないし、小さいからルールとかぐじゃ
ぐじゃになるんだもん」と言う。Ｉ君を１人にす
ることもできないし、かといって女の子たちとの
約束も守りたいし困ってしまった。「一緒に遊ぼう」
と言っても断られるので、「じゃ、お姉ちゃん先生
とＩ君は２人で一緒に鬼をするから入れてくれる？」
と言うと「いいよ」と受け入れてくれた。
〔５歳児は自分たちの主張を言葉で表現できる。３
歳児が一緒に遊ぶと面白くないのである。単に意地
悪なのではなく、５歳児の育ちからして一緒に遊ぶ
のは物足りないのである。３歳児が入るとなかなか
進まないし、説明しても分かってもらえることも少
ない。５歳児は５歳児同士でパワフルでスピードと
スリルのある遊びをしたいのである。それが普通の
気持ちでもあり、無理して３歳児と遊ばせない方が
良いときもある。〕
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⑥５歳児の集中力
自由遊びの時、Ｋ君が「お姉ちゃん先生、一緒
におりがみをしよう」と言ってきた。私が「何を
作る？」と聞くと、「何にしようかな」と言うので、
私は「作ったことのないものにしようや」と誘い
ました。Ｋ君も「いいよ」と言うので、相談して
本を見ながら小犬を折ることにしました。最初は
簡単そうだったけれど、だんだん難しくなってき
ました。Ｋ君は「これどうやるかわからん」と言
います。私にも難しかったのですが「こうかな？」
「こうしたらできるかもよ」などと手伝いながら
しているうちに何とか完成させることができまし
た。少し時間もかかり苦戦しましたが完成したと
きのＫ君の表情はとても満足そうでした。私もう
れしくなりました。
〔５歳児は集中力を発揮できるようになってくる。
それは何故なのか。その気もちが長つづきするには
いろいろな育ちがなければならない。具体的には作
りたい気持ちが強いことはもちろん大切なこと。だ
が、それだけでは集中力は生まれない。実習生がそ
ばについていて励ましてくれる心強さ、折り方の図
を読み取る力、それに必要な指先の器用さが伴って
いることが集中力を支えている。もし、どれか一つ
でも欠けていれば自棄になったり、投げ出したりし
て途中で止めることになる。実際、３～４歳児では
指先の器用さが育っていないので自棄になることが
よく見られる。〕
⑦４歳児の鬼遊び
お弁当の後、Ｙ、Ｈ、Ｔ、Ｄ、Ｒ、Ｋ君たちが
「一緒に高鬼しよう」と言ってきました。みんな
で園庭に出ました。Ｈ君がすぐに「鬼決めしよう
ぜ」言いました。みんなが片足を出して「おにき
めおにきめ、おにじゃないよ」と唱えながら、順
番にみんなの足を指さして、最後の「よ」の音の
ときに指が止まっている子は鬼ではないという決
め方のようでした。しかし、その「よ」が私のと
ころで止まると「今のは間違い。もう一回決め直
そう」とか「先生はダメで」と言い、私が必ず鬼
になっていました。また、１０秒数えて追いかけよ
うとすると、すぐに滑り台やジャングルジムの上
に上ってしまいます。その後、なかなか降りてこ
なかったり、追いかけてタッチしても「今のはな
しで」と言っていました。鬼役ばかりで疲れてし
まったので、みんなに「お姉ちゃん疲れたから誰
か鬼を代わってくれないかな」と言ってみました。
でも、みんな「いやだ」と言っていました。結局、
私は最後まで鬼役でした。このことは「ふえ鬼」
や「こおり鬼」をしても同じで、捕まりそうにな
ると「バリアー」と言っていました。私はずーっ
と鬼でした。
〔４歳児にはまだ本来のルール通りの鬼遊びは難し
いと言うことだ。鬼遊びにはそれぞれの育ちに応じ
た楽しみ方がある。実習生に対する意地悪のつもり
ではなく、一緒に遊び、追いかけてもらうのを楽し
む時期のようだ。鬼のイメージが悪いこともあり、
まだ鬼になりたくない気持ちもある。泣いてしまっ
たり、一人でするのを嫌がったりもする。３歳児の
かくれんぼは顔を手で覆って隠れたつもりでいる。
自分が見えなければ相手からも見えないと思ってい
るようだ。親しい大人に自分を見つけてもらうのが
うれしい。だから、見つけてくれないと自分から出
てきて泣くこともある。このことを理解していれば
３歳児や４歳児との鬼遊びの仕方が変わってくる。〕
⑧５歳児の言葉の力
私はＡちゃんと二人で積み木で遊んでいた。し
ばらく遊んでいると別の子が入ってきて三人遊ん
だ。後から入った子が（Ｍちゃん）積み木のほと
んどを使っていて、最初にしていたＡちゃんは数
個ほどしか持っていなかった。「私もしたい、そん
なにいっぱい使ってずるい！」と言っても、「いやっ、
待って！私がするの！」と言い積み木を貸そうと
はしなかった。私は「最初に使っていたのはＡちゃ
んだし、Ａちゃんもしたいようだから二人で半分
にしようよ」と言ってみた。でも「いやだ」とい
う返事だった。Ａちゃんは諦めてしまったのか、
持っている積み木だけで遊んでいた。二人が別々
の方法で積み上げて遊んでいた。するとＡちゃん
が作っているのを見てＭちゃんが「それ違うよ」
と言って崩し、自分で組み立て始めた。私が「Ａ
ちゃんはこうやってしたいんだって。だから、Ｍ
ちゃんはこっちで作ろうか？」と言うと納得して
くれたのか自分の積み木で遊んでいた。しばらく
別々に遊んでいたが、急にＭちゃんが「Ａちゃん
保育者養成における授業の研究（）
８９
ごめんね」と言い、お互いが「ごめんなさい」と
謝っていた。それからは、Ｍちゃんが「Ａちゃん、
今から公園作ろう」と言い、Ａちゃんも「いいよ。
ブランコ作ろう」と仲良く公園を作って遊んでい
た。「～はどうする？」「ここは？にしよう」など
と二人で相談しながら決めて楽しそうに遊んでい
た。
〔５歳児が言葉の力を発揮して友だち関係を深めて
いく様子がうかがえる。最初は実習生や積み木の取
り合いのようにも見えるが、少しずつ一緒に遊び始
めるのが分かる。自分の思いを伝えたくてもなかな
かうまくいかず、葛藤の中に置かれる子どもたち。
それを越えさせるものが言葉であろう。人間関係は
もちろん知的な発達における言葉の果たす役割は非
常に大きい。この事例のように５歳児においても大
人が双方の思いを代弁することもあるが、言葉で謝っ
て言葉で誘い、言葉で遊びのイメージを伝えあい、
一緒に遊ぶのは５歳児の典型であろう。言葉はイメー
ジの共有に欠かせないもので、言葉をあまり獲得で
きていなければ、それだけトラブルの原因にもなる。
そのトラブルによってさらに言葉による微妙な伝え
方を身につけたり、細かな部分のイメージの共有が
可能になる。〕
⑨４歳児のトラブル
朝はとても仲の良かったＹ君とＴ君。二人はずっ
と積み木で遊んだり、絵本を読んだりしていた。
しかし、お弁当が終わり、また積み木で遊び始め
た時、トラブルになった。私はもしかしたら殴り
合いになるのではないかと思い、少し身構えてい
たが、二人は無言のまま相手を威圧していた。ト
ラブルの原因が分からなかったので、とりあえず
「どしたん？仲良くせんといかんよ」と声をかけ
た。でも二人は何も言わず、仲直りをする気はな
さそうだった。そのうちＹ君は外へ遊びに行き、
Ｈ君はピアノのすみで泣き始めた。私はＨ君に「仲
直りしよや」と声をかけたが、Ｈ君は黙って首を
横に振った。それで私はＹ君のところに行き「仲
直りせんの？」と聞いてみた。すると「今は違う
ので遊びよるけん、いや」と言う。帰りの会の前
にはリュックを取りに行く際に二人が「何でロッ
カー隣なん！真似せんといてや！」、「そんなん最
初から決まっとったんやけん、知らん！」と言い
争いをしていた。そのまま帰りの会になり、結局
二人はその日仲直りできなかった。翌日には、い
つもの仲の良い二人に戻っていた。
〔４歳児はトラブルを上手に回避できない頃。自分
がしてほしいことばかり相手に主張するので、相手
も不満を持ちやすい。こうした事例のような姿が見
られるのが４歳児といえる。二人の言い争いは面白
い。「何でロッカー隣なん！真似せんといてや！」、
「そんなん最初から決まっとったんやけん、知らん！」。
自分の不満を上手に言葉で表現できている。言葉が
良くないので、発達とは理解しにくいかもしれない
が、相手の嫌がる言葉を選んでいることは発達とし
か言いようがない。言葉がもつ力を知っているのだ
から。こうしたトラブル経験を多く重ねることによっ
て相手の気持ちを理解できるようになる。だから幼
稚園や保育所はお互いに簡単に譲り合わないトラブ
ルをするためにあると考えたい。〕
②、授業での取り組み２年次
２年次の幼稚園実習Ⅱには全員が２回に分けて参
加し、保育所にもほとんどの学生（７割程）が２回
の実習を経験する。どの実習指導においても２回参
加することを生かして同じ子どもがどのように変化
しているか、また同じような遊びでも年齢が異なる
とどのように遊び方が変わってくるかについて観察
することを課題にしている。戻ってくるとその報告
の面談を実施している。その結果、学生は年齢によ
る発達の違いを意識するようになってきている。
教育実習Ⅱ（５月と１０月に分けて２週間ずつ計４
週間の実習）での授業内容を事例として取り上げて
みる。
○５月の子どもの様子
「５月の子どもの様子を紹介してください。何歳
児か分かるように該当の年齢に○をつけてください」
と課題を出すと次のような記述が返ってきた。
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①５月の実習では５歳児のクラスでした。運動能
力もかなり発達し、４歳児にはまだ難しい自分で
ブランコをこいだり、鉄棒では逆上がりなどがで
きていました。「先生、見よってよ」と言いながら
得意そうでした。
５歳児が高鬼で遊んでいるところに３歳児と４
歳児が加わる様子を見ることができました。３歳
児はよく分かっていない様子でしたが真似して近
づいていました。同じようにしているだけで満足
しているのかもしれません。４歳児は「どうやっ
てするん？」と５歳児に聞いていました。言葉で
遊び方を聞いて入ろうとするところに４歳児の育
ちが見られると思います。遊び方を聞かれた５歳
児は一生懸命言葉で説明を試みていました。でも、
なかなか伝わらずもどかしげに「えーとね」や「じゃ
けんね」を連発していました。
また、手先が器用でハサミやホチキス、パンチ
などを比較的上手に使っていました。それぞれの
イメージに応じた材料を選び、それに相応しい道
具を使っていたと思います。
②実習目標にも年齢による発達の違いを見ること
をあげていました。ごっこ遊びでは年少さんはそ
れぞれしたいことをしている姿が多かったです。
お母さんが２人いても平気でした。それに対して
年長さんは家族の分担ができていました。それぞ
れ家族のイメージがあり、お母さんが一人、お父
さんも一人、お兄ちゃんや赤ちゃん、それに犬役
の子もいました。年少さんとは違って友だち同士
で話し合いをして決めていました。
レストランごっこでもお客さんを案内する人、
料理を作る人、皿を洗う人、会計をする人などの
役割分担ができていました。反省会のときそのこ
とを話題にすると、先生は「言葉や友だち関係の
広がりもあるけれど、実際に５歳にもなると家族
でレストランに行く経験もあり、よく見ているこ
ともありますよ」と言われていました。私はなる
ほどなと思いました。そしてそこで使われていた
言葉もお客さんに対するものだったことに気づか
されました。
③授業では、３歳児のかけっこは相手の子が転ん
だら立ち上がるのを待って一緒に走るけれど、５
歳児の場合は速さを競うことに面白さを感じてい
ると学びました。私も実習中にとても面白い様子
を見ることができました。４歳児が「パズル（板
製のジグソー）の競争しよう」と言って、２人で
始めたのですが相手が迷っていると「それはここ
よ」と教えていました。まだ本当には競争の意識
はなく、相手が立ち上がるのを待つ３歳児と共通
点があるのかなと思いました。もしかしたら自分
の方がパズルを知っていて教えたかったのかなと
も思いました。
④３歳児と５歳児の泥団子作りを見ることができ
ました。３歳児は外見だけを真似をすることが理
解できたように思います。堅くて丸い団子を作る
には材料選びや水加減、手先の器用さなどが必要
になります。でも、３歳児は５歳児の泥団子を形
だけ真似して土や砂を丸めるだけでした。だから
柔らかで壊れやすく、形の整っていないものでし
た。作っている時間も短く５歳児とはかなり違っ
ていることに気づきました。
このように３歳から５歳に発達させるものは何
だろうかと思いました。３歳のときは珍しくて５
歳児の真似をしますが、その面白さには気づいて
いないのだと思います。５歳児は大きさ、丸さ、
ツルツル、ピカピカ、固さなどにこだわります。
そのために材料や作り方、工程にもこだわります。
それぞれに技術が必要となります。友だちのを見
て、作り方や材料の選び方を聞いたり、工夫した
りしています。そのための言葉も身につけていま
すし、また手先の器用さや力加減も理解できるよ
うになっているのだと思います。
○５月と１０月の子どもの様子の違い
１０月の実習を終えると「５月の子どもの様子と比
べその育ちの違いを報告してください」と課題を出
します。
⑤３歳児のクラス
ほんの５カ月の間だが言葉はかなり違っていた。
５月 ・自分を名前で呼ぶ子が多い。・挨拶は先
生から言われて返す子が多い。・会話は話をし
ているようだが通じていないことがよくある。
また、友達と話すのではなく、一人で話すか、
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または先生と話すことが多かった。・言葉の語
尾は「でしゅ」「ましゅ」と聞こえることがある
（幼児語）。
１０月 ・自分を「ぼく」「わたし」と言う。・挨拶
は自分から進んでする。・会話は先生とするこ
とが多いが、友達と話す楽しさを感じている様
子が見られる。・語尾はだんだん幼児語が見ら
れなくなるので聞き取りやすい。
⑥５歳児のクラス
折り紙 ある男の子は５月には端をピッタリと合
わせて折ることができなかったし、折り方も理
解しにくいようで、何回しても一人ではできな
かったが、１０月にはピッタリ合せていたし、一
人で折っていた。手先の器用さの育ちと知恵の
育ちを感じた。
片付け ５月には何所に何を片づけるのか理解し
きれていなかった子が、写真やシールを見なく
ても片づけができていた。遊具や必要なものが
何所にあるかほとんど把握できるほど部屋に慣
れてきたのだと思う。
鬼遊び ５月の時は実習生を誘い一緒にしていた
が、１０月では大人がいなくてもやりたい子同士
が集まってしていた。大人がいなくてもルール
が分り、自分たちだけで楽しめるようになった
のだと思う。また、逃げ方や追い方もすばやく
なっていた。
ブロック １０月も東京スカイツリーを作っていた
が、５月と比べると下にブロックをつけて安定
させようとしたり、イスを用いてできるだけ高
くしようとしたり工夫が見られた。目的の達成
のために様々な道具を使ったり、自分なりに考
えていたと思う。
⑦３歳児クラス
人間関係 保育者と長時間離れられなかった子が、
１０月には保育者から離れて気の合う友達を見つ
けて遊ぶ姿があった。友達の名前があやふやだっ
た５月から、１０月にはクラス全員の名前を覚え
ている子がほとんどだった。一人でいることが
多かった子が１０月には友達と戦いごっこをした
り、子どもの方から実習生に関わる姿が見られ
た。片付けも５月には保育者の声かけを必要と
していたが、１０月には子ども同士で声をかけ合っ
ていた。
遊び ５月には三輪車で遊んだり、積み木で遊ぶ
だけだったが、１０月には新聞紙を丸めて棒を作
り、魚釣りの竿にしたり、積み木を重ねたりつ
なげたりして工夫して遊んでいた。１０月の運動
会を経験して遊びの中にかけっこや綱引きなど
が見られた。
生活 ５月には嫌なことがあると泣いていた子が
１０月には何が嫌なのか言えたり、「取らんとって」
と言葉で自分の思いを相手に伝える姿が見られ
た。お弁当の時、遊びたい気持ちが強く落ち着
いて座って食べられなかった子が１０月には長い
時間座って食べていた。５月には遊びから片づ
けへの流れがスムーズにいかなかったが、１０月
には生活のリズムもある程度理解して子どもの
方から「もうお片付け？」と言う声が聞かれた。
⑧５歳児クラス
５月には、グループやする遊びは決まっていな
く、その時にしたいことを近くにいる子としてい
たが、１０月には男の子と女の子とに分かれて、し
かもチームのようにして一緒に遊んでいた。「女子
が追いかけてくるけん」などとも言っていたよう
に性差にも気付いているようだった。５月に名前
をまだ覚えていなかった子たちが１０月には互いに
呼び捨てで呼び合っていた。鬼遊びは５月でもルー
ルを理解し守ることができていたが、１０月にはさ
らに足腰がしっかりし、走るのが速くなっていた。
また、遊びもより長く継続するようになっていた。
自分のことだけで精いっぱいに見えた子どもた
ちが周りを見て年少のお世話をしたり、友達のこ
とを考えて行動できるようになっていた。５月の
時には、Ｍはあまり友達と遊ばず、人見知りで話
すことも少なかったが、１０月には３人の友達との
グループができ積極的に遊んでいたし、私にも自
分から話かけてくれた。この５カ月の間にどのよ
うな経験があったのかと思った。男の子と女の子
は一緒に遊ぶけれど、意識して男の子だけのグルー
プで遊ぶことも増えていた。また、５月では保育
者を含めて遊ぶことが多かったが、１０月には子ど
もたちだけで継続して遊ぶ姿も見られた。ここで
もどのような経験があってそうなったのかと思っ
た。
児嶋 雅典・ 洋行
９２
⑨３歳児のクラス
生活 ５月には、声かけをすると制服を上手にた
たむことができる。一番上のボタンをはずすの
は難しいが、それ以外のボタンは自分ではずす
ことができる。登園の際、保護者と別れるのが
辛くて泣いてしまう子がいた。抱っこをしても
らえないと不安になり、泣いてしまう子もいる。
お漏らしをしたり、シューズを一人で履けない
子もいる。欲しいものがあると何としてもそれ
を取ろうとしてしまう子がいる。日付を理解し
ていない子がいる。
それが１０月には、声かけをしなくても制服を
上手にたたむことができる。一番上のボタンも
はずすことができる。保護者とも笑顔で別れる
ことができる。抱っこなしでも一人で遊ぶこと
ができる。トイレに行って排泄ができる。シュー
ズの左右が分かり一人で履くこともできる。折
り紙を半分に折ったり、三角に折ったりできる。
無理やり奪おうとせずに「かして」と言うこと
ができる。また、日付が分かり、カレンダーに
出席シールを貼ることができるなどかなり変化
していた。
遊びや運動面 ５月には、ブランコを一人でこぐ
ことができず、友達や保育者に押してもらう。
リレーではトラックの周りをきちんと走ること
ができず、白線の内側を走ってしまう。それが
１０月には足で地面を蹴り、自分でブランコこぐ
ことができる。また、白線がなくても、トラッ
クの白線をイメージして走ることができる。
⑩年齢による泥団子作りの違い（１０月）
３歳児 一人でもくもくと泥団子作りに専念する。
手の力の加減がよく分からない子どもは周りの
子どもの様子を見てからもう一度取り組んでい
た。衣服に泥がついても気にせずに遊ぶ。
４歳児 女の子は仲の良い友達がグループになっ
て団子作りを楽しむ。友達にどこの泥が作りや
すいかを教え合いながら作る。何日か継続して
泥団子作りを楽しむことができる。自分より年
下の子どもに作り方やこつを伝えようとする。
５歳児 泥が衣服につくことをとても気にする子
どももいる。泥団子を作る前に自分のバケツに
さら粉を入れてから作りだす。今までの経験上、
子どもがバケツに入れてから作り始めた方が楽
だということに気づいたようだ。また、うまく
作れなかった子どもに自分の泥団子をプレゼン
トしたりもする。
⑪４歳児の製作
５月の時には、子どもが自由時間に製作をする
時、何かを作りたいという目的があったから、最
初にそれに必要な材料を集めたというよりは、何
だか分らないが空き箱やペットボトルのふたを使っ
て製作しているうちにカメラができたという感じ
に見えた。ところが１０月にはそれとは違って、カ
メラを作りたいから空き箱やふたを探して用意し
たように思えた。毛糸を箱につけたい時、子ども
たちは保育者に「毛糸をつけたいからボンドがほ
しい」と言っていた。つまり作るものが明白に意
識されていて（目的をもちそれに合わせて材料や
接着方法を考え）製作をしていた。
⑫４歳児の遊び
５月の遊び ままごとでは友達の遊びを見つけて
参加する。役を割り振るというよりは友達と同
じことをして楽しんでいる様子。泥団子作りで
は年長さんや友達がしているのを見て始める。
初めの丸める土、大きくしていく土、最後にさ
らさらにする土の違いを理解している。さら粉
作りでは茶こしとコップを使っていた。尻尾取
りゲームでは自分のリボンが取られてしまい泣
いたり、リボンがないのにまだ走っている子が
いる。ゲームの意味が分かっていない様子。ブ
ロックや積み木では他の子と場を共有している
が、それぞれ作りたいものを作り、先生に見せ
たりして満足している。壊したり作ったりを繰
り返す。
１０月の遊び ままごとでは「私はあかちゃんにな
る」などと役割を決め、それぞれが役になりきっ
て遊んでいる。団子よりもさら粉作りに夢中に
なっていた。まな板、すり鉢、皿などをで砂や
土を工夫して小さくつぶしていた。さらさら加
減や砂や土の温度差、その感触などを楽しんで
いた。尻尾取りゲームではルールを理解してい
て長く続いたし、友達を応援していた。ブロッ
クや積み木では友達同士で同じものを作り、作っ
たもので見立てて（飛行機」、お風呂、ポケモン
など）遊ぶ姿が見られた。
７、おわりに
保育者養成校での教員をはじめてから３０年になる。
より有能な保育者を送り出そうとしていろいろ工夫
保育者養成における授業の研究（）
９３
を続けてきた。そしてたどり着いたのが可能なかぎ
り子どもの発達を線でとらえ、そしてその移行を発
達のメカニズムとして考えられる保育者の養成であ
る。子育て支援や次世代育成支援対策、子ども子育
て会議などが国だけでなく各自治体においても始ま
り、より有能な保育者が必要とされている。子ども
の発達の流れ、発達過程を理解した保育者の存在は
保育の専門性を高め、世の中の人たちに保育の大切
さや子育ての楽しさを伝えることができる。単に子
どもと一緒に生活するだけでなく、その育ちを家庭
に伝え、保護者が安心できるような役割が求められ
ている。
そのためには、０歳から７歳くらいまでの育ちの
流れを理解し、その時期に応じたかかわり方を自分
で考えられるようにならなければならない。
本稿でとりあげた学生の事例は十分な内容でない
し、また、教員として十分なコメントもできていな
いかもしれない。それでも学生の発想の中にはその
年齢の育ちや発達を流れで理解しようとする意図が
読みとれると思われる。その背景にはそれを要求す
る教員がいる。つまり、学生の保育に対する関心や
取り組みには養成校の教員の意図が反映しているの
であり、教員が考えていないことは伝わりにくいの
である。不十分ながらも養成校でのこうした取り組
みは、学生の思考モデルとして残るに違いない。少
なくとも保育者として子どもの発達の流れに意識的
であろうとすることは忘れないでほしいし、それを
目指す保育者でありつづけてほしい。
注 釈
（１）本稿は平成２５年９月の全国保育士養成協議会
第５２回研究大会で発表したものに加筆修正した
ものである。
「保育者養成における授業の研究－発達のメ
カニズムを意識した授業の試み－」児嶋、、
高杉
（２）
・「子ども・子育て新システム時代の保育者養成」
汐見稔幸『保育士養成資料集』第５５号 平成
２３年度全国保育士養成セミナー報告書 ２０１２
・「新システムのもとでの保育者養成」小川博久
『保育士養成資料集』第５９号 平成２５年度全
国保育士養成セミナー報告書 ２０１４
（３）「鬼はしたくない＞鬼遊びがしたい」とは「鬼
遊びがしたい」気もちより「鬼はしたくない」
気もちが大きいという意味である。＞は数学で
用いられる不等号である。
児嶋 雅典・ 洋行
９４
